
 

 

 

 

                                          

                                                      

 

 

 

                                                             

 

今年の日帰り旅行は憧れのユニバーサルスタジオです。ただ、大混雑が予想されるため、初めて2日間に分けて実施することにしました。そのことで目が

行き届き利用者の方の細かい希望にも添うことができるのではと考えました。 

予定の11月12日、19日の遙か前から、皆さんそわそわと落ち着かずもう大変。 

 やっと待ちに待ったその日がやってきました。やはり例によって皆さんの日頃の行いのおかげで2日共、天気に恵まれました。  

さあ、勇んで入場と思ったら長蛇の列。やっと入場しても人、人、人･･日本にはこんなに人がいたんだと感心などしている暇はありません。各班ごと、蜘蛛の子を散らすようにそれぞれの目的に

向かって一目散。たくさんのアトラクションに大満足の人、消化不良気味の人、最初から買い物だけと決めている人等々、楽しみ方に多少の温度差はあったものの、お昼ご飯何を食べたか、どん

なアトラクションに入ったか、お土産は何を買ったかを教え合うなど、ユニバーサルスタジオを満喫した一日でした。 

ただ、さすがの若竹苑の人達もハリーポッターの行列には歯が立たず諦めざるを得ませんでした。次回のお楽しみにとっておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労継続支援（B 型）事業から 2 名、就職されました！！ 
 

就労継続支援（B型）事業で6月、10月に1名ずつ就職が決まりました。 

それぞれ、就業・生活支援センターアイリス、京都ほっとはあとセンター、ハローワーク、職業相談室等の支援を受けて、面談や実習などの求職活動を熱心にされていました。お二人が若竹苑で

培った力を活かして、新しい職場で活躍されることを願っています。  

 

追記 就労継続（B型）事業から昨年7月に就職された方も、同じ職場で頑張っておられます。  

ユニバーサルスタジオは楽しかった！！ 

ｂｙ．就労継続支援（B型）事業 
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＊アンケートの事業内容について、回答を掲載させて頂きます。 

 

Q継続での過ごし方について    

（利用者回答） 

・仕事優先･･１３名  ・仕事よりも楽しく過ごしたい･･１名   ・両方あれば良い･･１４名 

（ご家族回答） 

・仕事優先･･８名   ・仕事よりも楽しく過ごしてほしい･･２名 ・両方あれば良い･･１８名 

 

Q作業以外の過ごし方をするなら、どのような事をしたいですか？ 

（利用者・ご家族回答） 

・カラオケ  ・買い物  ・散歩  ・クッキング  ・キャッチボール  ・卓球バレー 

・月一回のグループ活動  ・紅葉狩り 

 

Q工賃について 

（利用者回答） 

・現状で良い･･１２名 ・少ない･･１３名  

＜希望工賃額＞ ・１万~１万５千円（５名） １万６千円~２万円未満（１名） 

        ・２万円以上（４名）  

         

（ご家族回答） 

・現状で良い･･１２名 ・少ない･･１３名  

＜希望工賃額＞ ・１万~１万５千円（５名） １万６千円~２万円未満（１名） 

        ・２万円以上（８名） 

 

 Q就職を目指しておられますか 

（利用者回答）・はい･･９名 

              ・いいえ･･１９名 

（ご家族回答）・はい･･９名 

        ・いいえ･･１５名  

 

Q就職に向けた実習や研修の機会があれば希望しますか 

（利用者回答）・希望する･･９名 

        ・希望しない･･１８名 

（ご家族回答）・希望する･･９名 

  ・希望しない･･１５名 

 
 

毎年、ご協力頂きながら日々の取り組みに充分生かし切れていないのは否めな

い事実です。 

ただ、もっと働きたい方、もっと余暇を楽しみたい方、就職を希望される方、

されない方、工賃をたくさんほしい方、工賃は気にされない方等、様々なニー

ズがあり、文字通り「あちらを立てればこちらが立たず」という大きな壁にぶ

つかってしまいます。しかし、発想を少し変えてニーズの違いを壁と考えるの

ではなく、互いに歩み寄る機会ととらえれば少しずつ霧が晴れていくと思って

います。そのひとつとして今年の日帰り旅行はレクリエーションを楽しみにし

ている方達の要望に応えてユニバーサルスタジオへ2日間に分けて行きました。

もっと働きたい方の心にも残る楽しい行事でした。 

今後も就労継続という枠は維持しつつも多様なニーズの歩み寄りを大切にしたい

と思っています。そのためにも事業報告会とアンケートは職員にとって皆さんのニ

ーズを受け止める又とない機会です。今後も遠慮のないご意見をお聞かせ下さい。 

今年もアンケートにご協力頂きありがとうございました 

 

 

今年は６名のご家族に参加して頂きました。内容としては、まず20分ほど作業

体験をして頂いたのですが、ご家族の方から「難しい～」「慣れてくるとはまる

ね(^.^)」と和やかな雰囲気で楽しい一時でした。利用者さんにとっては毎日の作

業ですが、自分が携わっている作業について「すごいね」「大変やね」など声を

かけて頂くと、嬉しそうな表情をされていました。 

作業体験の後は別室で職員2名との懇談を行いました。職員からは、苑内作業、

苑外作業の説明。昨年と比較した作業内容の変化、課題。相談支援事業について。

又、自転車保険についてご説明させて頂きました。そして、今年度一般就労をさ

れた方のご報告をさせて頂きました。 

ご家族からは、自主通苑が難しくなったら・・・。ご家族が高齢になり、送迎が

出来なくなったら・・・。等の心配から就労継続事業でも送迎をしてもらえない

のか？両親が居なくなった後の生活の心配など出されたご意見のひとつひとつ

が私達職員の胸に響くものでした。 

短い時間の為、皆さんが日頃考えておられる思い全てをお伺いできていないと思

いますが、続きは個別支援計画の説明の際に、また様々な思いをお聞かせ下さい。 

事業別懇談会を実施しました 

 



 
風 流 々 第 20号 

 

日帰り旅行へ出発 

生活介護は 10月 10日、日帰り旅行に行きました。 

行先は兵庫県の王子動物園です。行く前から、「どんな動物を見たい？」「遊園地では、どんな乗り物に乗る？」など話しながら、車に乗って行きました。 

王子動物園に着いて集合写真を撮った後、さっそく中へ。どこへ行こうか迷っていると、王子動物園と言えばパンダですよね。なので、リクエストにもあった 

パンダを見に行きました。 

「パンダだぁぁぁぁ！！！」 

「パンダがいるよ」と言うと皆が「どこだ？どこだ？」と言わんばかり一斉に集まりパンダを見ました。 

しかし、残念ながらパンダはむこうを向いて寝ていて、まったく動かず、皆さんすぐに飽きてしまったようです。 

さて、気を取り直して次の動物を見よう。 

と思いきや「もうお昼の時間だ!!」と気づき、あわててお昼ごはんタイム。 

動物を見るのは乗り物に乗ってからにしよう。 

 

「じゃあ、これ乗るよ」「じゃぁ、私も乗るよ」「ふんじゃあ、俺も乗るよ」

「どうぞ、どうぞ」 

 

次は乗り物だ！！と皆さんワクワクドキドキしながら、乗り物を選ばれました。 

メリーゴーランドのようなやさしい乗り物から、ジェットコースターのような激しい乗り物まで様々ですが、皆さん「あれ、乗りたい、これ、乗りたい」と 

指をさし積極的でした。「それじゃ、乗ろう」と言いながらいざ入口へ行くと「やっぱり、怖い」と言う人も… 

「いつ乗るの？ 今でしょ。」 

「一回乗ってみよう」の声掛けで乗ってみると「やっぱり、楽しい。」次へ次へと乗りたいものを選び、もう止まりません。 

皆さん動物を見る事を忘れて、乗り物に夢中になりました。 

「しまった！！動物を見る事忘れてた！」と大急ぎで動

物を見に行きました。 

ゴリラやシロクマ、アシカなど色々な動物を近くで見て、

大満足。 

そして、車に乗って帰りました。 

帰りの車では、乗り物の話し、見た動物の話しをして 

「 来 年 の 日 帰 り は ？ 」                  

と聞かれました。 
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今回は景色よりも 
エビフライ！！ 

エレベーターが 
高くて速かった
です。 

楽しかったです。 

いっしょうけんめ
い歩いてハルカス
に行ったよ 

展望台から見た景
色がとてもきれか
った！ 

 

 

 

今年度の地域活動支援センターの日帰り旅行は話題のスポット「あべのハルカス」に行ってきました。 

希望調査でもダントツの 1 位を獲得し、新しもの好きが地活には多いということが実証される結果となりました。 

期待に胸を膨らませ、当日を迎えるとお天気が…。せめて雨は降らないといいなぁと思いながらいざ出発。JR を乗り継ぎ天王寺駅へ。駅をおりると目の前にものすごく高い建物がそび

えています。あれが「あべのハルカスか」とびっくり。チケットを買って、展望台へ登るためにいざ中へ。チケットを買って案内通りにエレベーターに乗って数分後、60 階・地上 300

メートルの展望フロアに到着。一面ガラス張りで大阪の町を一望。明石海峡大橋や、大阪城、通天閣など知っている建物を見つけては「見えた～」など歓声が上がっていました。お土産

物も充実していてキーホルダーやお菓子など、記念に買い求めている姿もちらほら。 

存分に展望フロアを楽しんだ後は、こっちがメインと考えている人もいたのではないでしょうか。昼食とお買い物タイム。たくさんのお店がある中で自分の好みに合うお店で食べたり、

お土産を買ったりして満足した後、ふたたび JR を乗り継ぎ帰路へつきました。 

楽しい思い出がいっぱい、疲れもいっぱいの一日でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2014年 10月 22日 

展望台行のエレベーターの中の様子 

編集後記 

今回は楽しかった 1 日レクの記事を載せまし

た。様子をもっとリアルにお伝えできればよい

のですが、なかなか難しいものです。少しでも

みんなが体験した楽しい思いを伝えられてい

るでしょうか。 


